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大 熊 棒 司
Oポスター ･セッション(8月28･30日)
二日臥 筆者が話し終わると,基研の前での記念撮影Oその後ポスター ･セッションの-
回目が行なわれたO折角ポスターを作ってきたのだからというので,勢いでここでも話すこ
とにした｡正規の場所ではないテラスの壁に張って菜食主義なのに-ビー ･スモーカーの′レ
イス嬢 (英 )を相手に話し始めたらカウプ氏がやってきて質問をしていたOそしたら,人が
集まってきて,氏が途中でThank youと言ってしまったときに見たら,聞いていたのは日
本人ばかりだった,そこでそれからは日本語で続けた｡
さて予定時刻も過ぎ,帰る用意もできた｡キャンベル氏に ¢4モデルが非可積分であるの
は何故かという質問があった｡それに対する答は,我々には豊富な数値計算による証拠があ
るというものだった｡さらに聞くと数学的証明はないが,キンク･キンク散乱により,速度
が減少したりするなど可積分とは思えない現象が起こるからだと自信を持って答えていた｡
筆者なら数学的証明がないのでまず間違えはないとは思うが断言はためらうだろうと思い,
国民性の違いを感じる｡
｡全体として
講演中の質問がほとんどなかったのは意外だった｡普通の国際会議ではよく質問が出ると
聞いているので, 日本の垂加者が多いからその雰囲気に影響されているのではと思う｡質議
応答となると国内の研究会よりも活気があった｡特にギボンさんの楽しそうに質問する様子
に感銘を受けた｡楽しくなければ物理ではないといった感 じである｡
あと,多少英語に慣れたことと,普段論文や書物でしか触れることのない人に会って,･人
間が物理をやっているという実感 を持てたことは非常によかったと思 う｡
とにかく,今回貴重な経験をさせて頂けたのは,一人で駆け回っておられた武野先生を始
めとする実行委員と基研の方々,それと議事運営を円滑に進められた座長の方々の御陰だと
思います｡ここで改めて心から感謝の意を表 します｡
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